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籟核鼈鱚陽鰊    黎鰺蝙瞼
台風などの風水害から市民を守ります。

平成 24年 6月 24日 (日 )、 大字中里地先の高麗川大橋下流左
岸で、平成 24年度越辺川 。高麗川水害予防組合水防演習が実施
されました。

これから台風や集中豪雨等の季節を迎えるにあたり、水防団員

等の志気を鼓舞し、作業能力の向上を図り、水防体制の万全を期

することを目的としています。

大型で非常に強い台風の接近に伴い、記録的な大雨に見舞われ

て、高麗川の水位が急激に上昇しているという想定のもと、各水

防工法の実演を行いました。水防工法は、土のう作り、シー ト張

り等の 8工法を、毛呂山水防団、越生水防団と合同で実施しまし
た。また、女性部による応急救護訓練や多機能部隊による救助訓

練が行われました。

あ
の
忘
れ
も
し
な
い

「東
日
本
大
震

災
」
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
年
経
っ
た
平
成

二
十
四
年
三
月
十

一
日
、
緊
急
参
集
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
大
規
模

災
害
時
、
坂
戸
市
消
防
団
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
参
集
し
、
活
動
及
び
指

揮
系
統
の
確
認

・
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
訓
練
で
す
。
日
時
等
の
詳

細
は
、
あ
え
て
事
前
に
団
員
に
は
知
ら

せ
ず
、
ど
れ
だ
け
の
団
員
が
参
集
、
活

動
で
き
る
か
が
、
試
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
六
時
二
十
六
分
に
地

震
が
発
生
し
、
坂
戸
市
に
お
い
て
は
震

度
五
強
を
観
測
し
た
と
の
想
定
で
、
実

施
し
ま
し
た
。
各
分
団
の
全
て
の
部
が

参
集
し
、
午
前
九
時
ま
で
管
内
の
巡
回

等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
通
じ
、
日
頃
の
消
防
団

活
動
に
対
す
る
意
識
付
け
の
重
要
性
、

迅
速
な
初
動
体
制
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

大
家
分
団
第
３
部

（団
員
歴

一
年
）

佐
藤
　
智
教
さ
ん

西
武
学
園
文
理
小
学
校
　
教
諭

佐

藤

さ

ん

は
、
小
学
生
を

優
し
く
見
守
る

先
生
で
、
日
々
、

忙
し
い
中
に
も

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

入
団
し
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
震

災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
被

災
地
の
消
防
団
の
活
動
、
存
在
意
義
、

地
域
組
織
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
、
入

団
を
き
め
た
そ
う
で
す
。

「仕
事
と
消
防
団
の
両
立
は
時
間
の

や
り
く
り
が
と
て
も
大
変
」
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
「消
防
団
に
入
っ
て
仲
間
も

増
え
、
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
良

か
っ
た
」
と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
操
法
大
会
の
練
習
で
、
「早

朝
や
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
夜
の
練

習
と
忙
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
練

習
の
度
に
習
得
す
る
技
術
も
多
く
な
る

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
、
少
し
で
も
早
く
、

一
人
前
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
、
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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平成 24年 6月 1ア 日 (日 )、 川崎陸送 (株 )
坂戸流通センター駐車場で、平成 24年度坂戸・

鶴ヶ島消防組合消防団消防ポンプ車操法大会が

実施されました。この大会に向けて消防団員は、

自分の生業に従事しながら、数力月間にわたる

早朝や夜間の厳しい訓練に励んできました。

当日の朝は小雨でしたが、心配された天候も

回復し、日頃の訓練の成果が、どの隊も十三分

に発揮され、消防団が地域防災の要であること

を披露 。周知することができました。

優 勝  入西分団 第 1部
準優勝  勝呂分団 第 3部
第 3位  坂戸分団 第 1部
入 賞  三芳野分団第 2部
入 賞  入西分団 第 2部
入 賞  入西分団 第 3部

消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
は
、
火
災
現
場

活
動
の
基
本
と
な
る
最
も
重
要
な
訓
練

で
あ
り
、　
一
隊
五
名
で
行
い
ま
す
。

指
揮
者
が

「操
作
始
め
」
と
号
令
を

か
け
、
４
番
員
の

「よ
し
」
の
合
図

で
、
全
員
が
下
車
。
１
・２
番
員
が
第

一
線
の
ホ
ー
ス
延
長
、
３
・４
番
員
が

送
水
準
備
を
行
い
、
２
番
員
の

「放
水

始
め
」
の
伝
達
で
４
番
員
が
送
水
を
開

始
し
、
１
番
員
が
筒
先
放
水
。
基
準
時

間
五
十
五
秒
間
で

「標
的
」
を
倒
し
ま

す
。
第
二
線
に
つ
い
て
は
、
指
揮
者
が

「第
二
線
延
長
始
め
」
と
号
令
を
か
け
、

１
番
員
の
復
唱

「第
二
線
延
長
始
め
」

の

「め
」
か

ら
２
・
３
番

員
が
第
二
線

の
ホ
ー
ス
を

延
長
、
４
番

員
が
送
水
を

開
始
し
、
２

番
員
が
筒
先

放
水
。
基
準

時
間
六
十
五

一■

一
●

秒
間
で

「標
的
」
を
倒
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
迅
速
、
か
つ
安
全

・
的
確
さ
を
競

う
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
、
勝
呂
公
民

館
に
お
い
て
、
「平
成
二
十
四
年
度

坂
戸

市
消
防
団
辞
令
交
付
式
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
団
員

一
七
四
名
が
参
集
し
、

式
典
は
、
新
年
度
の
初
め
に
相
応
し
く
適

度
な
緊
張
感
と
厳
粛
な
雰
囲
気
で
進
行

し
、
栗
原
団
長
か
ら
新
入
団
員
二
十
名
、

役
職
異
動
者
三
十
九
名
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
の
三
芳
野
分
団
第

２
部
の
飯
山
進
さ
ん
が
宣
誓
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
消
防
団

活
動
に
対
す
る

熱
意
、
自
分
の

街
を
自
ら
守
る

と
い
う
郷
土
愛

の
精
神
が
、
ひ

し

ひ

し

と

伝

わ

っ
て
き
ま
し

た
。閉

会
式
が
終
了
し
た
直
後
、
優
勝
し
た

入
西
分
団
第
１
部
に
直
撃
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

を
し
ま
し
た
。
指
揮
者
の
内
藤
洋

一
選
手

の
話
に
よ
る
と
、
三
月
中
旬
か
ら
訓
練

を
開
始
し
、
五
月

下
旬
頃
か
ら
、
週

四
回
の
朝
練
を
行

い
、
本
番
に
臨
ん

だ
そ
う
で
す
。
こ

の
大
会
が
到
達
点

で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
焦
点
は
、
八

月
二
十
五
日
に
行

わ
れ
る
県
大
会
で
の
優
勝
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
、
と
い
う
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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(土)8時 15分開会 於 :埼玉県消防学校
ご声援よろしくお願いします。

こ
の
号
か
ら
広
報
委
員
会
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
新
体
制
で
発
行
に
至
り
ま

し
た
広
報

「水
の
ひ
び
き
」
第
六
号

は
、
い
か
が
だ

つ
た
で
し
よ
う
か
？
今

ま
で
の
広
報
委
員
の
方
々
が
培
っ
て
く

だ
さ
っ
た
誌
面
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
し

い
話
題
も
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
に
入
り
、
五
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
大
雨
に
早
々
と

水
防
団
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に

し
て
、
大
き
な
災
害
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
台
風
の
季
節
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
喚
起
を
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
の
時
だ
け
出
動
す

る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
洪
水
の
季

節
は
、
水
防
団
に
も
な
り
ま
す
。　
一
番

身
近
な
防
災
組
織
の

一
つ
と
し
て
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 27回埼玉県消防操法大会 曰時 :8月 25日
出場隊 :坂戸市消防団入西分団第 1部

当開警慮、澤お課
雷201‐31餞納)23■


